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健康体操日程： 5 月は、6 日、20 日 
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務
所
は
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限
山
４-
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入
会
や
活
動
の
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、
事
務
所
ま
た
は｢

日
限
山
荘
」
日
限
山
４-

７-

１ 
 

 
 ｢

ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」は
、
強
風
に
て
室
内
で
開
催 

 

 
あいにくのお天気のため、今年は日限山荘

でのお花見（？ ）宴会となりました。 

 

「総
ぐ
る
み
」新
聞 

 

 
 

 

毎
年
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
、
い
ぶ
き
会
の
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
部
と
の
共
催
で
、
舞
岡
公
園
の
桜
の
下
で
花

見
の
宴
を
開
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
は
、
東

日
本
大
地
震
の
発
生
で
す
べ
て
自
粛
ム
ー
ド
の
中
、

第
三
公
園
で
さ
さ
や
か
に
行
お
う
か
と
い
う
話
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
な
ら
、
日
限
山
荘
の
庭
で
ガ

ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
四
月
八
日(

金
曜
日)

に
開
催
を
決
め
ま
し
た
。

当
日
は
曇
り
空
、
朝
か
ら
強
風
が
吹
き
荒
れ
、
寒
く

て
外
に
は
長
居
で
き
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
シ
ー
ト
を

敷
き
、
座
布
団
や
椅
子
を
並
べ
て
準
備
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
急
遽
、
室
内
で
車
座
の
宴
会
と
な
り
、
配

食
の
方
を
含
め
て
33
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

●
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
て 
 

築
地 

真
佐
子 

 

地
震
災
害
の
つ
ら
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
く
中
、
自
然

は
た
く
ま
し
く
、
近
く
の
桜
が
日
増
し
に
美
し
く
咲

き
出
し
て
き
ま
し
た
。 

 

強
風
の
た
め
、
日
限
山
荘
内
で
の
食
事
会
と
な
り

ま
し
た
が
、
ご
案
内
に
「
さ
さ
や
か
に
お
花
見
ら
し

い
も
の
を
…
…
」
と
あ
っ
た
の
に
、
前
日
か
ら
準
備

さ
れ
た
と
い
う
お
料
理
は
、
盛
り
沢
山
で
し
た
。
ま

ず
、
い
つ
も
感
嘆
し
て
眺
め
る
笹
路
さ
ん
の
お
寿
司

と
、
数
種
類
の
お
煮
し
め
・
卵
焼
き
・
肉
団
子
・
ポ

テ
ト
サ
ラ
ダ
・
ゆ
で
卵
の
他
に
、
お
に
ぎ
り
が
並
び
、

ビ
ー
ル
や
梅
ジ
ュ
ー
ス
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
楽
し

い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
企
画
し
て
、
ご
準
備
い
た
だ
い
た

理
事
長
や
皆
々
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

食
事
後
に
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
な
碓
井
さ
ん
と

腕
を
組
ま
れ
た
宮
崎
理
事
長
を
中
心
に
、
有
志
で
第

三
公
園
や
中
学
校
の
満
開
の
桜
を
眺
め
る
散
歩
に

出
て
、
春
を
満
喫
し
て
散
会
し
ま
し
た
。 
 

稀
有
の
大
震
災
の
後
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
ご
苦

労
を
思
い
、
水
が
出
て
電
気
が
つ
く
と
い
う
何
で
も

な
い
一
日
に
感
謝
す
る
毎
日
で
す
が
、
今
ま
で
以
上

に
、
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
春
、
弥
生
の
パ
ー
テ
ィ
ー 

 
 

小
林 

一
彦 

今
年
の
花
見
の
企
画
を
考
え
出
し
た
折
に
、
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
、
大
津
波
と
原
子
力
発
電
所

（
原
発
）
の
災
害
を
伴
い
、
そ
の
被
害
は
大
変
な
も

の
で
し
た
。 

こ
ん
な
折
に
花
見
を
す
る
の
は
…
…
と
い
う
気

分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
と
い

う
新
企
画
の
案
内
を
い
た
だ
き
、
参
加
し
ま
し
た
。 

二
階
座
敷
の
中
央
に
は
、
見
事
な
清
さ
ん
の
料
理

や
、
笹
路
さ
ん
お
得
意
の
お
寿
司
が
並
び
、
出
席
者

が
円
座
に
な
っ
て
着
席
し
ま
し
た
。 

庄
司
さ
ん
の
音
頭
で
、
東
日
本
震
災
の
犠
牲
者
の

ご
冥
福
、
被
災
地
の
復
興
、
併
せ
て
「
総
ぐ
る
み
」

の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
っ
て
ビ
ー
ル
で
乾
杯
。 

宴
が
進
む
と
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
が
、
話
題
は
未
曾
有
の
大
地
震
（
世
界
観
測
史
上

四
位
、
Ｍ
９
・
０
）
、
大
津
波
（
福
島
県
相
馬
市
で

気
象
庁
観
測
史
上
最
大
。
そ
の
後
の
調
査
で
、
仙
台
、

宮
古
、
大
船
渡
な
ど
各
地
で
一
〇
m
を
超
え
る
規

模
）
に
移
り
、
政
治
関
係
者
、
東
電
な
ど
関
係
者
の

対
応
等
に
関
す
る
批
判
も
と
び
出
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

地
元
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
総
ぐ
る
み
福
祉
の
会
」
の
よ
う
な

組
織
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
い
か
に
重
要
か
と
い
う

こ
と
を
、
互
い
に
認
識
し
合
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
だ
し
ば
ら
く
は
余
震
が
続
く
で
し
ょ
う
し
、
原

発
に
か
か
わ
る
地
球
の
危
険
も
取
り
沙
汰
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
共
人
間
は
、
互
い
に
何
と
か
支
え
合
っ

て
、
生
命
と
地
球
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

（
裏
へ
続
く
） 



５月の日限山荘は 3, 6,13,17,20,24,27,31 日の am10:00～pm4:00 まで開催しています。 

 
 

「NPO 総ぐるみ福祉の会」のホームページ(http://sougurumi.jp/) をぜひご覧ください。 
編集：藤井 香代 

た
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誌
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粋
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●
来
年
は
、
満
開
の
桜
の
下
で 

 
 

新
見 

宏 

思
い
も
か
け
ぬ
東
日
本
大
震
災
。
深
刻
な
原
発
の

事
故
。
こ
の
大
惨
事
に
、
世
の
中
は
ハ
レ
を
自
粛
す

る
様
相
が
強
ま
り
、
個
人
的
に
も
予
定
し
て
い
た
ゴ

ル
フ
会
や
、
Ｏ
Ｂ
会
主
催
の
花
見
も
中
止
と
い
う
有

様
で
、
今
年
は
「
総
ぐ
る
み
」
の
花
見
の
会
は
な
い

も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 

そ
ん
な
折
に
届
い
た
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の

お
誘
い
。
嬉
し
か
っ
た
の
で
早
速
参
加
。
し
か
し
、 

 
 

当
日
は
風
が
強
く
、
昨
年
同
様
に
日
限
山
荘
で
の
お

座
敷
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
余
震
が
続
く
中

で
は
、
さ
す
が
に
昨
年
の
よ
う
に
歌
声
が
盛
り
上
が

る
雰
囲
気
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
絆
を
つ
な
ぐ
た
め

に
も
、
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で
し
た
。 

 

日
限
山
荘
で
は
、
「
花
」
の
話
題
が
少
な
か
っ
た

の
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
見
聞
し
た
、
私
の
さ
さ
や

か
な
花
の
便
り
を
お
届
け
し
ま
す
。 

 

今
年
は
桜
の
満
開
が
遅
れ
ま
し
た
。
四
月
上
旬
、

横
浜
の
外
人
墓
地
や
大
岡
川
の
桜
、
東
京
の
多
摩
丘

陵
の
桜
も
、
三
分
咲
き
程
度
で
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
急
に
暖
か
く
な
っ
た
十
三
日
頃
に
な

る
と
、
ま
さ
に
百
花
繚
乱
。
藤
沢
市
郊
外
の
引
地
川

か
ら
大
岡
越
前
の
菩
提
寺
で
あ
る
浄
見
寺
周
辺
、
ま

た
、
伊
勢
原
の
大
山
参
詣
道
周
辺
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
も
八
重
桜
・
大
島
桜
な
ど
の
山
桜
も
い
っ
せ
い
に

満
開
で
し
た
。
そ
の
上
、
モ
モ
・
ツ
ツ
ジ
・
レ
ン
ギ

ョ
ウ
・
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
に
、
果
樹
園
の
梨
の
花
も
満
開
、

地
面
に
は
菜
の
花
や
水
仙
、
ダ
イ
コ
ン
バ
ナ
・
ハ
ナ

ニ
ラ
・
タ
ン
ポ
ポ
に
芝
桜
な
ど
の
野
草
も
満
開
。
素

晴
ら
し
い
眺
め
で
し
た
。 

 

来
年
こ
そ
は
、
満
開
の
桜
の
下
で
、
花
見
会
を
し

た
い
で
す
ね
。 

 

◎
12
月
24
日
（金
）
ク
リ
ス
マ
ス
会 

ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
寿
司 

巻
き
寿
司 

小
松
菜
と
油
揚
げ
の
煮
し
た
し 

リ
ン
ゴ
と
チ
ー
ズ
の
カ
ナ
ッ
ペ 

ハ
ム
ス
テ
ー
キ
、
大
根
・
ト
マ
ト
添
え 

ち
ぢ
み 

・
一
柳
さ
ん
よ
り
ハ
ム
セ
ッ
ト
、
ス
モ
ー
ク
チ
ー
ズ 

と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
寺
島
さ
ん
よ
り
ゆ
ず
ゼ
リ
ー
、 

赤
羽
さ
ん
よ
り
ク
ッ
キ
ー
の
差
し
入
れ
あ
り
。 

参
加
者
：
男
性
７
名
、
女
性
24
名
、
配
食
６
名 

調
理
担
当
：
笹
路
、
寺
島
、
雨
宮
、
菊
地
、
宮
竹
、 

赤
羽
、
河
西
、
渡
世
、
三
由 

◎
１
月
18
日
（火
） 

ご
飯 

豆
腐
の
み
そ
汁 

大
根
と
里
芋
の
ご
ま
で
ん
が
く 

和
風
ハ
ン
バ
ー
グ
、
ゆ
で
野
菜
添
え 

・
浅
井
さ
ん
よ
り
ゴ
ー
フ
ル
、
碓
井
さ
ん
よ
り
苺
、 

藤
井
さ
ん
よ
り
ク
ッ
キ
ー
の
差
し
入
れ
あ
り
。 

参
加
者
：
男
性
２
名
、
女
性
17
名
、
配
食
６
名 

調
理
担
当
：
河
合
、
宮
井
、
菊
地
、
渡
世
、
三
由 

◎
２
月
18
日
（金
） 

ご
飯 

か
き
玉
ス
ー
プ 

八
宝
菜 

も
や
し
と
赤
ピ
ー
マ
ン
の
炒
め
物 

フ
ル
ー
ツ
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
和
え 

・
大
橋
さ
ん
よ
り
漬
物
、
渡
世
さ
ん
よ
り
白
菜
の
即 

席
漬
け
の
差
し
入
れ
あ
り
。 

参
加
者
：
男
性
４
名
、
女
性
17
名
、
配
食
７
名 

調
理
担
当
：
清
、
宮
竹
、
森
本
、
渡
世
、
杉
崎
、 

三
由 

◎
２
月
25
日
（金
） 

ご
飯 

野
菜
と
豆
腐
の
み
そ
汁 

鶏
ひ
き
肉
の
ロ
ー
ル
白
菜 

果
物
と
野
菜
の 

も
ず
く
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
サ
ラ
ダ 

・
大
橋
さ
ん
よ
り
漬
物
の
差
し
入
れ
あ
り
。 

参
加
者
：
男
性
１
名
、
女
性
16
名
、
配
食
７
名 

調
理
担
当
：
門
脇
、
宮
竹
、
赤
羽
、
杉
崎
、
渡
世
、 

三
由 

◎
３
月
18
日
（金
） 

ご
飯 

大
根
・
人
参
・
わ
か
め
の
み
そ
汁 

油
揚
げ
の
ふ
く
さ
煮 

野
菜
の
煮
物 

あ
し
た
ば
の
か
き
揚
げ 

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
の
サ
ラ
ダ
、
杏
添
え 

・
山
路
さ
ん
よ
り
お
米
、
清
さ
ん
よ
り
奈
良
漬
、
寺 

島
さ
ん
よ
り
夏
み
か
ん
ピ
ー
ル
の
差
入
れ
あ
り
。 

参
加
者
：
男
性
４
名
、
女
性
18
名
、
配
食
６
名 

調
理
担
当
：
大
橋
、
清
、
森
本
、
寺
島
、
宮
竹
、 

杉
崎
、
渡
世
、
三
由 

 
 
 

 

 

「日限山荘」地図 
所在地：日限山４－７－１ 

 


